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幕末期に松浦武四郎が入手・発信した
情報について

松 本 あづさ

〇松本氏 皆様，こんにちは。ただいま御紹介にあずかりました藤女子大

学の松本と申します。北海学園大学では，古文書講読という授業を担当さ

せてもらっているのですが，私の古文書の先生は，最初に御講演をされた

三浦先生なので，本当に緊張しています。きょうはよろしくお願いいたし

ます。

きょう，私が報告させていただくのは，〈武四郎と情報〉についてなので

すが，このテーマに取り組みはじめたきっかけがあります。以前，北海道

開拓記念館の学芸員でいらっしゃった笹木義友さんが研究代表者を務めて

いた科研費の調査に参加させていただいたことです。

その際，神奈川県立歴史博物館で調査の機会をいただいたのが『浩然随

筆』という史料です。「浩然」というのは，仙台藩領の人物で伊藤姓であっ

たことはわかったのですけれども，未解明の部分も多い人物です。

この『浩然随筆』が 10 帙 50 冊あります。その 13 冊に松浦武四郎関係の

書簡がありました。その内容について報告させていただく機会を 2011 年

にいただきました。この 13 冊に含まれていたのは，嘉永6年から嘉永7

年の2年間の武四郎の書簡でした。武四郎が仙台にいる人物に書簡をたく

さん送っていたのです。

そのメーンの内容は，仙台にいる人たちが入手困難な対外関係記事を中

心とするものでした。一番多かったのは，嘉永6年にやってきたペリーや

プチャーチンに関する情報です。そのペリーやプチャーチンとの外交交渉

の経過について，幕府の資料を写したものを一緒に送っていました。幕府

の評議があった次の日であるとか，翌々日であるとか，速報性が非常に高
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いです。武四郎情報の特徴としては，手紙に自分でまとめるだけではなく

て，証拠品として幕府の評議内容を資料としてつけるという点にありまし

た。

きょう，蝦夷地のことに御関心がある方もたくさんいらっしゃると思い

ます。私も蝦夷地のことはどのぐらい出るのかなと思っていたのですが，

蝦夷地の記事はとても少ないです。メーンは，江戸での幕府の評議，最後

にちょっと武四郎の近況が出てくるという感じです。武四郎の近況とし

て，表1のNo.6 にあるように，転宅，引っ越しなんかが書かれています。

また，ペリー来航後に武四郎は攘夷の勅命を得るために，主に京都で周旋

活動を行っていて，このことに関して仙台のほかに宇和島などにも情報を

発信しています。

2011 年の段階では，武四郎はどういう情報を集めていたのかということ

で終わったのですけれども，一つ大きな疑問が残りました。三浦さんのお

話にもあったように，武四郎は「蝦夷通」ですので，この後どんどん蝦夷

地関連の書籍を出版していきます。

私は，ペリー来航にも詳しい武四郎というのは知らなかったので非常に

びっくりしたのです。びっくりしたのと同時に，これだけたくさんの情報

を持っている中で，蝦夷地のほうに傾倒していく，これはどういうきっか

けというか，思想があったのかなということが気になりました。きょうは，

その結論は出ていないのですけれども，もう少し丹念に武四郎の対外意識，

対外認識というものをひもといてみたいと思いました。様々な情報が書か

れた武四郎の書簡をもとに，対外意識の変化について見ていきたいと思い

ます。

それでは，1ページをご覧ください。

そもそも，ペリー来航前から武四郎は蝦夷地に向かっていて，『蝦夷日誌』

も完成させています。ペリー来航前から蝦夷地には関心があること，そし

て先ほど三浦さんの講演にもあったように，ロシアの南下に対する危機感

が大きいこと，これらをふまえて海防の意識というものはどういったもの

かということを見ていきます。
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史料1は，1848 年のもので，武四郎は 31 歳です。3回目の蝦夷地調査

の前なのですが，そのときに書かれた「海防策」という史料です。タイト

ルが「乍恐松前地并津軽地え異国船渡来の義に付奉申上候」となっていま

す。蝦夷地だけではないのです。松前地ならびに津軽地となっています。

この文章では，まず，異国船が蝦夷地にやってくる理由を考察しています。

対外事情について考察していって，「四大洲中財産有之国に来り，交易愈々

手広く通商仕候て，其利潤多有之申候国へは，事繁く航海仕候義」とあり

ます。その続きは「尚又彼等は利に先立候気習に御座候間」となっていて，

通商の利益を求めるということが書かれています。

その後に，彼らにはどんな「奸計」があるかわからないということも書

かれていて，利益を追求している列強が津軽や松前地にやってくるのを防

ぐために「海岸の御防禦第一之義に御座候」と主張しています。

この文章の最後のほうに，「其段御防辺大切之義」とありますが，「防辺」

には辺境という意味があります。武四郎の頭の中には，日本の辺境として，

津軽・南部，蝦夷地という図式があったようです。

こうした海防意識のもとで，アイヌの人口減少問題にも触れています。

そして，海防意識は 1851 年の史料2にもみえます。「奥羽海岸并蝦夷地之

事より要は無事」と，やはり蝦夷地だけではなくて，広く認識しています。

このように，列強に対する海防という観点で蝦夷地を見ていたのですが，

この海防意識の大きな画期が 1854 年にあると考えています。この年の3

月には日米和親条約が結ばれて，5月には和親条約の附録が調印されてい

ます。

この流れを武四郎の言葉で見ていくと，史料3に「ヘルリ者メキシコを

取候人」，史料4に「弥伊豆下田・松前箱館御貸ニ相成候」とあります。「取

る」「貸す」とちょっと違う表現ですけれども，列強に対する武四郎の意識

がかいまみえます。

史料5をご覧ください。この年に，浩然に送る内容が変わりまして，海

防策も上書も「皆無用」になったと書かれています。2011 年に報告をした

際には，集めた情報は何かということばかりに目が行っていたので，この
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部分をすっかり読み飛ばしていました。しかし，仙台人との書簡のやりと

りが嘉永7年8月 12 日で終わっていることにもあらわれているように，

条約の締結後に海防策が「無用」になったと認識しています。

嘉永7年，日米和親条約後に攘夷の勅命を得るために奔走していた武四

郎の活動が挫折したと言えると思います。それは，主に海防という観点で

蝦夷地問題に言及していた武四郎の活動が見直される契機であったとも思

われます。

この後，対外認識はどうなったかということを見ていきたいと思います。

武四郎は攘夷論者とのつき合いが深いです。楢林昌建など外国人が日本に

いるのは許せないというような強硬な発言をするような人物とのつき合い

も多く，武四郎を攘夷論者というキーワードでくくるのは間違いないと思

うのですが，手紙を読んでいきますと，武四郎の攘夷の中身は複雑なもの

があるのではないかという気がしてきます。史料6は，ペリー来航前の嘉

永4年 11 月に家族に宛てた手紙です。「気は，国禁さへ無ば欧羅巴，米利

堅迄も行度つもりに御座候」と，鎖国令さえなければヨーロッパやアメリ

カまでも行きたいと言っています。

次の〈通商には反対〉というところをご覧ください。史料7は，1854 年

3月に，ロシア応接掛の松本十郎兵衛に宛てた上書です。線を引いたとこ

ろを見ますと，「俄羅斯人并亜墨利加人共皇国出産之米穀・金帛等に多く目

を懸，且無用之器財等持越追々交易相始，世界無双の金銀・米穀・銅鉄并

ニ醤油・味噌・筆紙・木綿等持帰り候事ニ御座候」とあります。続いて，

史料8の安政6年の手紙を見ていただくと，「先方（外国─引用者注）より

来るは皆玩物，有ても無てもの品ニ御座候。左候ハヾ，其後金銀の吹かへ

と行候事ニおしつまり申候」とあります。武四郎は，「海防策」の段階から

一貫して列強の利益を追及する姿勢に疑問を持っていて，それに対しては

反対をするのですけれども，楢林昌建のような，すぐに外国人を排斥しよ

うとか，そういったことにはなっていません。むしろ，史料6のように，

その国には興味がある。

武四郎が攘夷を主張しつつ，すぐに外国人を排斥しようとしないところ
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は，蝦夷地周辺の戦争に対する冷静な視線ともつながっているように思い

ます。ペリー来航後すぐにクリミア戦争がおこります。クリミア戦争は

1853 年から 56 年におき，1855 年には，カムチャッカが主戦場となりまし

た。

「蝦夷通」の武四郎でしたら，手紙にこの情報を書くときに，蝦夷地をど

うしたいかということを書きそうなものなのですけれども，客観的な事実

を書くだけなのです。蝦夷地を守らなければいけないということも言いま

せん。蝦夷地に近いところで起きている戦争にもかなり冷静です。それが

史料 10 です。

ただ，客観的な事実を発信する武四郎が一歩踏み込んだ言葉を述べるの

が，1862 年 12 月の手紙です。こちらは京都の山本榕室に宛てた手紙です。

「扨，蝦夷地，最早カラフト地者，ロシヤ，半島を蚕食し，最早南岸ニ及候，

本蝦夷地ニも毎々舟ニ而参申候，比ま丶置候ハ丶，三，五年を不持して魯

夷の物と成候」とあります。最後の部分には，一条忠香という公家に蝦夷

地政策を何とかしてほしいということを周旋する内容が書かれています。

客観的な事実から一歩踏み込んで依頼をしている文章になります。

1854 年の「挫折」後，書簡では客観的な情報発信を主としていたように

見える武四郎が，この時期のサハリン国境問題について熱烈な感情を持っ

ていることが伝わってきます。一方で，この年，武四郎には蝦夷地御用の

依頼があったものの，断っています。もう自分は出向かないということの

あらわれかなというふうにも思いました。自分の足でサハリンに行くこと

はしないということの裏返しで，人に頼んでいると読めるかと思いました。

最後に，幕末の書簡を通時的にみるなかで気になった〈呼称の変遷〉，特

にアイヌをどう記すかということに触れたいと思います。呼称には対外意

識があらわれると思うからです。武四郎は，アイヌを指す呼称として「夷

人」という言葉を当初は使っています。ただ，「夷人」というのは，異国人

に対しても一貫して使われます。

1856 年に幕府は，アイヌの呼称を「土人」にすることを通達しています。

これは，異国人をアイヌと同じ「夷人」としながら，蝦夷地の幕領化に積
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極的であった武四郎にとっては受け入れやすいものだったのではないかと

思います。武四郎は幕領化後すぐに記録の中でもほぼ「土人」にしていき

ます。「夷人」と「土人」，混用もしていますが，出版物などでは「土人」

表記にすっと移行する印象を受けています。

一方で，史料 15 にあるように，1856 年以後，アイヌ以外のカラフトの先

住民を「夷人」のままにしています。幕領蝦夷地のアイヌを「土人」とし

て区別しているところに，武四郎の攘夷意識の一端があらわれているよう

に思いました。

まとまらない話をしてしまったのですけれども，武四郎がやりとりした

書簡の中から，武四郎の対外意識をさらに掘り下げてみることができるか

もしれないということを考えました。御清聴ありがとうございました。

（拍手）
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